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研究内容及び成果の概要 

（概略）  

本事業は、次の時代に必要な「新・情報活用能力」の育成を念頭におき、教科横断型のカリキュラムと学

習指導法の知見共有を進めるためには、どのような情報集約・整理の基盤が必要なのかを、実証的・探索

的に研究するものである。特に、本学附属校での授業・教材づくりやカリキュラム・マネジメントの手法

を近隣の学校園へと普及・還元することを重要視し、そのための授業研究の方法論について実践的な探究

を行った。具体的には以下のアプローチから、初等・中等教育間での単元デザイン、カリキュラム構造の

接点構築を試みた。 

１）小・中での活動の類似点を視野に入れながら、複数教科の活動を「情報活用」の視点で横断的に整理

するための枠組みを、暫定的に作成する。 

２）実際の授業研究活動で得られた教材や学習成果を、その実態がくまなく反映されるよう、多様な情報

様式で集約・整理する。 

３）２）で得られた各種情報を、１）の枠組みに照らして整理しながら、各教科・活動の関連性を、児童

生徒の実態や学習成果に即して帰納的に集約して、「情報活用スキル」の観点から第三者が参照・再利

用できる形式でまとめる。 

 

（背景とねらい・成果） 

折しも学習指導要領の改訂時期を迎え、学校では各教科領域に固有の「資質・能力」の形成を目指して

いる。しかしそれと同時に、特定の領域に依拠しない汎用型の学習スキル・情報活用の技能育成も要求さ

れている。その意味では、現在強く求められている「カリキュラム・マネジメント」とは、各学校のカリ

キュラムがどう構造的な意味連関性を持つものなのかを、対外的に説明することだとも言えるし、各学校

での学びの文脈に沿って、育成する能力の説明材料をいわば立体的に創り上げることだとも言えよう。こ

うした学校課題を背景にして、本プロジェクトは次の諸問題に研究の焦点をあてるものである。 

各教科や各領域での活動をつなぐ鍵概念の一つは「情報活用能力の育成」だが、そのための情報共有基

盤はいまだに活用場面が限定的である。例えば、校務情報の共有基盤は多くの学校で整備がなされている

が、研修活動やクリエイティブな性格を帯びた活動には、その仕組みが活かされないケースも散見される

。また授業場面では、児童生徒の自律的な学習活動だけでなく、一斉指導の効率化のみに尽力する事例も

未だに多く、新「活用能力」の研究が不足している。そこで小・中学校間で「情報活用能力」の育成に向

けた取り組みは、どのようなプラットフォームを設定すれば共有しやすいのか、大学と附属小・中が連携

して、以下のステップで試行してみた。 

 



１）附属函館小学校・同函館中学校における複数

教科の学習活動、各領域の活動を「情報活用

」の視点で整理する枠組み（仮称「カリキュ

ラムマップ」）を暫定的に作成する。その際

、教科領域のいわば「内容論」としての軸と

、「知識・技能」や「思考・判断・表現」な

どの横断的な「情報活用スキル（方法論）」

の軸とをクロスさせながら、表形式で教育活

動の整理を試みる。 

２）仮に作成した１）の「カリキュラムマップ」

の各項目（セル）について、実際に行われた

授業や活動で得られた情報、教材の実際、児

童生徒の学習成果などを集約していく。「カ

リキュラム（学習履歴）」の原義をふまえて、児童生徒・教員双方にとっての学びの経験を事後的に意味

づける。必要に応じて校内LANの設備を利用しながら、文章、映像（動画、静止画）、データ類など、関

連情報のマルチモーダル化を行う。また一部の単元については、「ICTの有効活用」「プログラミング学

習」に対応した学習環境モデルをめざすものとする。 

３）２）の作業を通じて得られた各種情報を、１）の枠組み（マップ）に照らして整理しながら、各教科・活

動の関連性を、児童生徒の実態・学習成果の内容に即して帰納的に集約する。情報整理のプロセスで、各

教材と情報活用スキルとの関連性をタグ付けしておき、第三者が後々の授業開発、教材研究作業で参照可

能な形にまとめておく。 

４）一般公立校での校内研修や、各教科研究サークルにおける単元デザイン、教材研究での利用を念頭におき

、必要に応じてこれらの集約情報を頒布する。 

 

2017年度の成果として、「カリキュラムマップ」の試案とそれらを学びの実態に合わせるための「実践

記録」の集積方法に関して、教科・教材の特性に応じた蓄積の手立てや議論の手順について話し合うこと

ができた。それらの一部は、学会報告やウェブを通じて公表している。 
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教育現場で活用可能な分野・教材等 

・「『情報活用能力』育成のためのカリキュラム表（2018.2.16ver）」 

「カリキュラムマップ」の重ね合わせと、情報活用
スキル育成にむけた共有プラットフォーム 「カリキュラムマップ」の重ね合わせと、情報活用
スキル育成にむけた共有プラットフォーム 

「カリキュラムマップ」の重ね合わせと、情報活用
スキル育成にむけた共有プラットフォーム 

小学校での情報 
活用スキル 

中学校での情報 
活用スキル 

図 小・中での各情報活用スキルの関連性と、
その共有基盤形成のイメージ 
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